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は
じ
め
に

　　

近
世
に
お
い
て
は
、
凶
作
を
予
感
さ
せ
る
天
候
不
順
が
起
こ
る
と
、
ま
ず
採
ら
れ

た
の
は
宗
教
的
権
威
に
よ
る
そ
の
忌
避
あ
る
い
は
豊
饒
へ
の
祈
念
で
あ
る）

1
（

。
弘
前
藩

で
の
寺
社
へ
の
祈
祷
は
、
四
社
五
山
と
さ
れ
た
広
瀬
・
龍
田
・
加
茂
・
貴
船
の
神
社
、

最
勝
院
、
百
沢
寺）

2
（

（
廃
寺
）、
国
上
寺
、
橋
雲
寺
、
久
渡
寺
の
寺
院
を
中
心
に
行
わ

れ
た
。

　

弘
前
藩
領
で
は
、
一
七
世
紀
末
に
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
深
刻
な
飢
饉
に
襲

わ
れ
た
の
に
比
べ
て
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
そ
の
末
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
か

ら
三
年
に
か
け
て
多
く
の
餓
死
者
を
出
し
た
ほ
か
は
、
不
作
で
は
あ
っ
て
も
大
き
な

飢
饉
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
、
豊
作
―
「
米
下
直
」
が

引
き
起
こ
す
あ
ら
た
な
「
難
儀
」
が
意
識
化
さ
れ
て
く
る
。
と
く
に
、
元
文
期
（
一

七
三
六
〜
四
一
）
以
降
、「
き
き
ん
と
申
ニ
も
無
御
座
」
き
状
況
で
も
、
困
窮
し
て

「
御
救
米
」
を
必
要
と
す
る
者
が
続
出
し
た
。
こ
の
た
め
、
凶
作
を
予
感
さ
せ
る
天

候
不
順
が
起
こ
る
と
、
こ
う
し
た
「
難
儀
」
の
な
か
で
、
藩
は
そ
れ
ま
で
の
寺
社
へ

の
祈
祷
だ
け
で
な
く
、
豊
穣
を
約
束
す
る
あ
ら
た
な
宗
教
的
・
呪
術
的
な
権
威
を
創

出
す
る
。
そ
れ
は
一
八
世
紀
後
半
の
護
穀
神
の
勧
請
（
寛
延
三
年
〔
一
七
五
〇
〕）、

「
御
緒
太
」
の
領
内
巡
行
に
み
ら
れ
る
豊
作
祈
祷
・
祈
念
の
体
制
と
な
っ
て
現
れ
た）

3
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
神
域
で
も
あ
る
自
然
へ
の
侵
入
、
換
言
す
れ
ば
人
間
に
よ
る
自
然

秩
序
の
意
図
的
な
改
変
や
そ
こ
で
の
不
浄
と
さ
れ
る
行
為
は
神
威
へ
の
冒
涜
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
神
譴
と
し
て
の
「
天
気
不
正）

4
（

」
が
起
こ
る
と
い
う
観
念
＝
俗
信
は
な
お

生
き
続
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
と
く
に
山
体
そ
の
も
の
が
神
体
で
あ
り
、
領
内
の
豊

饒
を
約
束
す
る
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
信
仰
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
岩
木
山
に
顕

著
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
の
「
不
浄
者
」
の
入
り
込
み
が
天
候
不
順
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
ひ
ろ
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
実
際
は
、
現
実
に
天
候
不
順
が
起
こ
り
不
作
の
徴

候
が
感
じ
取
ら
れ
て
初
め
て
、
神
域
へ
の
「
不
浄
者
」
の
入
り
込
み
や
冒
涜
す
る
行

為
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
神
譴
に
違
い
な
い
と
い
う
、
先
入
的
で
固
定
的
な
観
念
が

共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
一
八
世
紀
前
半
で
は
そ
の
よ
う
な
神
威
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て

い
た
も
の
は
必
ず
し
も
岩
木
山
に
限
ら
れ
て
は
な
い
こ
と
で
あ
る）

5
（

。
た
と
え
ば
、

「
国
日
記）

6
（

」
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
七
月
五
日
条
の
飯
館
組
代
官
申
立
で
は
、

原
子
村
幸
右
衛
門
が
大
滝
沢
・
落
沢
銀
山
を
見
立
て
「
自
分
物
入
」
で
の
「
普
請
」

〔
論
文
〕

一
八
世
紀
前
半
の
俗
信
と
不
作
の
忌
避

浪　

川　

健　

治

―
神
譴
と
し
て
の｢

天
気
不
正｣

と
差
し
留
め
ら
れ
る
湯
治
―
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を
申
し
出
た
。
詮
儀
の
結
果
、「
普
請
」
の
対
象
地
の
倉
山
は
松
倉
山
と
も
い
い
、

本
尊
（
松
倉
観
音
堂
）
が
「
岩
穴
」
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、「
金
穿
」
が
そ
の
霊
域

へ
立
ち
入
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

神
域
あ
る
い
は
霊
域
に
立
ち
入
れ
ば
天
候
不
順
と
な
る
の
は
、「
不
浄
穢
之
者
」

の
み
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
で
は
、「
金
穿
」
が
「
不
浄
穢
之
者
」
で
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
大
勢
が
入
山
し
本
尊
が
安
置
さ
れ
た
山
々
を
穿
ち
、
自
然
の
秩
序
を

破
壊
す
る
行
為
が
「
御
山
も
荒
、
天
気
も
悪
敷
罷
成
」
る
結
果
を
引
き
起
こ
す
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
素
地
の
上
に
、
岩
木
山
（
岩
木
山
大
権
現
）
が
「
津
軽
之
地

主
」「
当
国
之
鎮
守
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
神
域
に
あ
る
嵩）

7
（

と
湯
段）

8
（

の
二
つ
の
温
泉
へ
の
「
不
浄
者
」
の
入
湯
こ
そ
が
「
天
気
不
正
」
と
い
う
神

譴
を
蒙
る
原
因
と
な
り
不
作
が
招
来
さ
れ
る
と
い
う
論
理
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
。

一　

差
し
留
め
ら
れ
る
入
湯
―
嵩
温
泉
と｢

不
浄
之
者｣
―

（
一
）｢

御
不
和
合｣

―
争
う
神
々
―

　

岩
木
山
（
岩
木
山
大
権
現
）
だ
け
が
津
軽
の
地
を
守
護
す
る
神
で
あ
り
、
豊
饒
を

も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
時
と
し
て
天
候
不
順
を
も
た
ら
す
神
威
を
示
す
と
考
え
ら
れ

て
い
た
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
岩
木
山
と
対
立
し
争
っ
た
神
も
ま
た
存
在
す
る
。

「
国
日
記
」
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
五
月
一
五
日
条
の
「
和
徳
・
堀
越
組
村
々
庄

屋
共
申
立
」
で
は
、
小
栗
山
十
二
社
権
現
八
幡）

9
（

を
嵩
へ
「
奉
守
」
し
て
の
「
雨
請
」

が
許
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
小
栗
山
十
二
社
権
現
の
神
主
と
庄
屋
二
人
・
五

人
組
三
人
・
人
夫
三
〇
人
が
嵩
に
詣
で
て
七
日
の
間
祝
詞
を
捧
げ
る
。
そ
の
後
、

戻
っ
て
神
楽
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
雨
請
」
の

た
め
に
、
小
栗
山
十
二
社
権
現
を
嵩=

岩
木
山
へ
と
「
奉
守
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
津
軽
俗
説
選
』）

10
（

で
は
「
津
軽
歴
代
録
」
を
引
い
て
、「
権
現
平
雨
」
と
題
し
た
次

の
よ
う
な
話
を
載
せ
て
い
る
。
文
中
の
「　

」
内
は
、
原
文
で
は
二
行
分
か
ち
書
き
。

津
軽
歴
代
録
ニ
曰
、
往
古
有
二
神
、
互
ニ
争
為
津
軽
之
地
主
、
此
神
軍
高
山
崩

レ
、
海
水
溢
ル
「
俗
海
津
波
・
山
津
波
と
云
ふ
」、
山
谷
変
海
、
河
沼
化
丘
「
東

浜
于
此
時
為
入
海
と
云
ふ
」、
勝
利
神
ハ
現
岩
木
山
、
敗
軍
神
ハ
隠
小
栗
山
「
曰

今
権
現
平
」、
故
小
栗
山
ノ
邑
人
嵓
木
ニ
不
能
登
、
亦
郡
中
降
雨
多
ク
ハ
自
小

栗
山
方
降
リ
始
ム
、
下
略

　

か
っ
て
、「
津
軽
之
地
主
」
＝
津
軽
の
守
護
神
の
座
を
め
ぐ
っ
て
神
々
が
争
っ
た
。

こ
の
た
め
に
、
山
は
崩
れ
海
は
大
荒
れ
に
な
り
、
地
形
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
の

結
果
、
勝
利
し
た
神
は
岩
木
山
を
住
み
所
と
定
め
、
敗
れ
た
神
は
小
栗
山
に
隠
れ
た

と
い
う
。
こ
の
後
、
小
栗
山
の
村
人
が
岩
木
山
に
登
る
こ
と
が
叶
わ
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
津
軽
郡
の
雨
は
多
く
の
場
合
、
小
栗
山
か
ら
降
り
始
め
る
と
い
う
。「
権
現

平
雨
」
の
俗
説
に
よ
っ
て
、
敢
え
て
岩
木
山
大
権
現
と
は
不
和
の
小
栗
山
十
二
社
権

現
を
嵩
ま
で
「
奉
守
」
し
て
降
雨
を
願
っ
た
も
の
か
。
こ
の
戦
う
神
々
の
伝
承
が
、

少
な
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
で
も
息
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、「
国
日
記
」
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
七
月
六
日
条
の
「
勘
定
奉
行
申
立
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

一
、
勘
定
奉
行
申
立
候
、
先
達
而
小
栗
山
村
十
二
所
権
現
ニ
而
五
穀
成
就
祈
祷

仕
度
候
付
、
辻
札
之
儀
社
司
申
出
候
処
、
辻
札
之
儀
は
願
之
通
被
仰
付
候
、

然
処
同
社
之
儀
は
往
古
よ
り
鎮
守
岩
木
山
と
御
不
和
合
之
由
、
尓
今
申
伝
候
、

　

然
は
此
度
百
沢
寺
登
山
之
上
御
祈
祷
被
仰
付
候
間
、
右
十
二
所
権
現
社
司
祈

祷
之
儀
、
今
日
中
ニ
御
差
留
被
仰
付
候
様
奉
伺
旨
申
出
之
、
達
作
兵
衛
江
、

差
留
候
ニ
不
及
旨
、
書
付
ニ
而
勘
定
奉
行
江
遣
之
、
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百
沢
寺
で
五
穀
成
就
の
祈
祷
を
執
行
す
る
の
で
、
十
二
所
で
の
五
穀
成
就
の
祈
祷

は
今
日
中
に
差
し
留
め
る
こ
と
が
上
申
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
件
は
家
老
棟

方
作
兵
衛
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
。
百
沢
寺
の
五
穀
成
就
の
祈
祷
と
は
、「
国
日
記
」

明
和
四
年
七
月
一
日
条
の
「
郡
奉
行
・
勘
定
奉
行
申
立
」
で
、
小
栗
山
十
二
社
権
現

を
敢
え
て
嵩
（「
百
沢
寺
・
岩
木
山
」）
ま
で
「
奉
守
」
し
て
雨
乞
の
祈
祷
を
執
行
し

よ
う
と
し
た
こ
と
に
相
当
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
ま
ず
小
栗
山
村
十
二
所
権
現
と

「
鎮
守
」
で
あ
る
岩
木
山
と
は
「
御
不
和
合
」
で
あ
る
こ
と
を
、
勘
定
奉
行
も
「
尓

今
申
伝
」
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
鎮
守
」（
津

軽
と
い
う
地
の
）
で
あ
る
岩
木
山
で
の
祈
祷
執
行
が
十
二
所
権
現
で
の
そ
れ
よ
り
優

先
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、「
津
軽
之
地

主
」
と
な
っ
た
も
っ
と
も
崇
敬
さ
れ
る
神
と
し
て
の
岩
木
山
の
神
威
の
成
立
―
藩
に

よ
る
そ
の
こ
と
の
受
容
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

（
二
）
繰
り
返
さ
れ
る
湯
治
の
差
し
留
め

　
「
不
浄
者
」
の
山
へ
の
立
ち
入
り
な
ど
、
自
然
秩
序
を
冒
そ
う
と
す
る
人
間
の
作

為
が
神
譴
を
生
み
、
天
候
不
順
を
引
き
起
こ
し
不
作
の
原
因
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な

怖
れ
は
、「
風
説
」・「
風
聞
」・「
下
々
」
の
申
し
唱
え
と
し
て
現
れ
る
。「
国
日
記
」

明
和
四
年
七
月
六
日
条
の
「
勘
定
奉
行
申
立
」
に
み
る
よ
う
に
、
藩
に
と
っ
て
豊
饒

を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
時
と
し
て
天
候
不
順
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
何
よ
り
優
先

さ
れ
た
の
は
岩
木
山
で
あ
り
、
領
内
で
天
候
不
順
が
報
告
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、

岩
木
山
へ
の
「
不
浄
者
」
の
入
り
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
対
応
が
図
ら
れ
た
。

「
風
説
」
の
流
布
に
よ
る
怖
れ
の
高
ま
り
、
す
な
わ
ち
社
会
不
安
の
解
消
の
た
め
に
、

「
不
浄
者
」
に
よ
る
作
為
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
顕
著
な
あ
ら

わ
れ
が
、
岩
木
山
麓
に
あ
る
嵩
と
湯
段
の
二
つ
の
温
泉
へ
の
諸
人
の
湯
治）

11
（

の
差
し
留

め
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
二
つ
の
温
泉
で
の
湯
治
自
体
が
「
不
浄
」
と
し
て
取
り
締

ま
ら
れ
た
の
で
な
い
。
対
象
は
、
湯
治
人
の
な
か
に
入
り
込
ん
だ
「
不
浄
者
」
の
存

在
と
行
為
、
殺
生
あ
る
い
は
生
臭
物
と
い
う
「
不
浄
」
な
も
の
を
持
ち
込
む
人
間
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

弘
前
藩
領
の
湯
治
の
場
は
、
ほ
か
に
酢（

酸
）ヶ

湯
・
大
鰐
・
蔵
館
・
温
湯
・
浅
虫
・
沖

浦
・
板
留
・
切
明
・
金
目･

碇
ヶ
関
・
田
代
な
ど
で
あ
る
。
温
泉
の
う
ち
、
酢
ヶ
湯

へ
の
入
湯
に
つ
い
て
は
入
湯
者
数
が
記
録
さ
れ
る
年
も
あ
る）

12
（

が
、
嵩
や
湯
段
を
は
じ

め
、
他
の
温
泉
の
記
録
は
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
天
候
不
順

を
引
き
起
こ
す
「
不
浄
穢
之
者
」
の
者
の
入
り
込
み
に
よ
っ
て
湯
治
が
停
止
さ
れ
た

の
は
、
嵩
と
湯
段
で
あ
る）

13
（

。

　

こ
こ
で
言
う
「
不
浄
之
者
」
あ
る
い
は
「
不
浄
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
長
谷

川
成
一
「「
天
気
不
正
」
風
説
と
白
神
山
地
」
で
は
、
弘
前
藩
の
公
式
記
録
の
な
か

で
「
天
気
不
正
」
の
風
説
に
関
す
る
は
じ
め
の
記
事
は
、「
国
日
記
」
寛
文
四
年
（
一

六
六
四
）
閏
五
月
一
四
日
条
で
あ
る
と
す
る
。

一
、
打
続
雨
ふ
り
、
在
々
肝
煎
共
御
郡
奉
行
衆
へ
申
候
ハ
、
か
様
ニ
候
ハ
ヽ
稲

ニ
虫
付
キ
可
申
候
間
、
雨
祭
被
仰
付
度
由
、
又
嵩
の
硫
黄
の
平
へ
湯
入
之
者

共
な
と
参
、
鳥
な
と
持
参
候
故
ニ
も
候
哉
と
、
御
勘
定
奉
行
衆
も
申
達
ニ
付

而
、
伊
勢
ニ
て
神
楽
申
付
候
、
又
百
沢
寺
へ
湯
本
に
て
湯
入
之
者
共
も
申
付

様
委
細
書
状
、
浅
利
猪
左
衛
門
・
関
伝
右
衛
門
方
よ
り
越
せ
候
、

　

浅
利
と
関
は
、
小
知
行
頭
で
あ
る
。「
在
々
肝
煎
共
」
が
長
雨
で
虫
害
と
な
る
こ

と
を
恐
れ
て
、
止
雨
を
願
う
「
雨
祭
」
の
執
行
を
郡
奉
行
へ
要
請
し
た
。
藩
は
、
長

雨
の
原
因
は
嵩
の
「
硫
黄
の
平）

14
（

」
の
入
湯
者
が
鳥
な
ど
を
持
ち
込
ん
だ
か
ら
で
は
な
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い
か
と
推
量
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
長
雨
の
原
因
を
嵩
へ
の
鳥
―
不
浄
物

の
持
ち
込
み
に
あ
る
の
で
は
と
推
測
し
た
の
は
「
御
勘
定
奉
行
衆
」
で
あ
っ
て
、「
雨

祭
」
の
執
行
を
願
い
出
た
「
在
々
肝
煎
共
」
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
湯

入
之
者
共
も
申
付
様
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
明
確
に
入
湯
が
停
止
さ
れ
た
訳
で
も

な
い
。
こ
の
時
点
で
は
、
在
方
の
長
雨
に
よ
る
虫
害
へ
の
畏
怖
は
、「
不
浄
之
者
」

が
「
諸
鳥
・
玉
子
」・「
諸
鳥
之
類
」（
突
き
詰
め
れ
ば
、
肉
食
と
殺
生
）
を
持
ち
込
み
、

神
域
を
穢
し
天
候
不
順
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
観
念
と
も
、
ま
た
即
座
の
入
湯
停
止

と
も
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
る）

15
（

。

　

元
禄
飢
饉
後
の
「
国
日
記
」
元
禄
九
年
（
一
八
九
六
）
八
月
五
日
条
で
は
、
嵩
へ

の
入
湯
は
最
近
で
は
八
月
一
五
日
ま
で
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
、
岩
木
嵩
江
湯
治
之
者
、
近
年
八
月
十
五
日
迄
停
止
ニ
申
付
候
処
、
当
年
は

御
郡
中
田
地
植
付
も
遅
、
其
上
今
程
時
々
悪
風
吹
稲
実
兼
候
間
、
当
月
廿
日

此
迄
入
湯
之
者
御
停
止
ニ
可
被
仰
付
哉
之
由
、
郡
奉
行
相
伺
靱
負
江
達
、
今

廿
日
迄
入
湯
之
者
参
候
儀
停
止
に
可
申
付
由
申
渡
之
、

　

こ
こ
で
は
、「
当
年
は
御
郡
中
田
地
植
付
も
遅
、
其
上
今
程
時
々
悪
風
吹
稲
実
兼

候
」
と
い
う
不
作
に
結
び
つ
く
農
事
の
遅
れ
や
天
候
不
順
が
意
識
さ
れ
る
と
、
た
だ

ち
に
郡
奉
行
は
嵩
へ
の
入
湯
停
止
を
上
申
し
て
い
る
。
後
述
す
る
「
国
日
記
」
寛
延

二
年
（
一
七
四
九
）
七
月
二
四
日
条
の
「
百
沢
寺
申
立
」
で
は
、「
元
禄
年
中
」
か

ら
「
度
々
」
に
天
候
不
順
を
理
由
と
す
る
入
湯
停
止
や
停
止
期
間
の
延
長
が
「
度
々
」

の
「
御
法
度
」
と
し
て
発
令
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
元
禄
八
年
の

天
候
不
順
―
飢
饉
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の
記
憶
こ
そ
が
、
藩
が
領
民
の
な
か
に
天
候

不
順
↓
凶
作
と
い
う
危
惧
の
高
ま
り
を
感
じ
取
る
と
、
た
だ
ち
に
「
御
法
度
」=

入

湯
停
止
が
繰
り
返
し
発
令
す
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
と
推
測
さ
れ
る
。

二　

入
湯
停
止
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　

―
「
天
気
不
正
」
の
危
惧
か
ら
湯
治
が
差
し
留
め
ら
れ
る
ま
で
―

（
一
）
湯
治
停
止
の
提
起
―
郡
奉
行
の
「
沙
汰
」
―

　

嵩
は
、
度
々
「
天
気
不
正
」
＝
天
候
不
順
に
よ
っ
て
入
湯
が
禁
ぜ
ら
れ
た
。「
国

日
記
」
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
一
七
日
条
の
「
覚
」
で
は
、
次
の
よ
う
に

領
内
に
徹
底
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
嵩
の
み
が
対
象
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

覚

一
条
）

1

（
第

、
天
気
相
不
宜
候
付
、
岩
木
嵩
湯
治
停
止
被
仰
付
候
、
尤
追
而
被
成
御
免
候

迄
堅
参
間
敷
旨
、
右
之
通
当
番
通
用
被
仰
付
候
、

一
条
）

2

（
第

、
此
度
天
気
相
不
宜
候
ニ
付
岩
木
嵩
湯
入
停
止
被
仰
付
候
、
追
而
被
成
御
免

候
迄
堅
参
間
敷
旨
、
在
々
江
可
被
申
付
候
、
尤
在
々
取
仕
廻
も
致
、
入
湯
有

之
候
而
も
不
苦
時
分
、
各
よ
り
可
被
申
達
候
、
其
節
湯
入
可
被
成
御
免
候
、

勿
論
自
今
以
後
例
年
春
・
秋
嵩
湯
停
止
之
儀
并
御
免
之
節
共
、
各
よ
り
相
伺

候
様
被
仰
付
旨
、
郡
奉
行
江
申
遣
之
、

一
条
）

3

（
第

、
天
気
相
不
宜
候
ニ
付
、
岩
木
嵩
湯
入
停
止
ニ
被
仰
付
候
、
尤
追
而
被
成
御

免
候
迄
、
堅
参
間
敷
旨
被
仰
付
候
、
此
段
支
配
江
可
被
相
触
之
旨
、
弘
前
町

奉
行
・
九
浦
町
奉
行
江
廻
状
申
遣
之）

16
（

、

　

第
1
条
で
は
、「
天
気
相
不
宜
」
の
た
め
に
嵩
で
の
湯
治
が
「
停
止
」
さ
れ
、
そ

の
旨
目
付
か
ら
触
る
よ
う
に
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
2
条
で
は
、
と
く
に
在
方

へ
湯
治
「
停
止
」
を
徹
底
さ
せ
、「
停
止
」・
再
開
と
も
郡
奉
行
か
ら
伺
い
を
立
て
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
第
3
条
で
は
、「
湯
入
」
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
堅
く
守
る
こ
と
、
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こ
の
旨
を
町
方
・
九
浦
町
方
に
廻
状
で
申
し
付
け
る
と
し
て
い
る
。　

　
「
国
日
記
」
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
二
九
日
条
の
「
菊
池
十
蔵
申
出
」
で
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
判
断
に
よ
っ
て
嵩
で
の
「
入
湯
」
の
停
止
の
是
非
が
協
議
さ
れ
た

の
か
を
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
条
）

1

（
第

、
菊
池
十
蔵
申
出
候
、
当
春
よ
り
天
気
相
荒
続
、
寒
申
候
ニ
付
、
ケ
様
年
引

当
も
有
之
、
耕
作
方
之
程
無
御
心
元
被
思
召
ニ
付
、
相
考
可
申
上
旨
被
仰
付
、

　

左
ニ
申
上
候
、

一
条
）

2

（
第

、
年
々
三
・
四
月
之
頃
、
暖
気
成
年
ハ
五
・
六
月
之
頃
よ
り
寒
申
候
故
、
作

も
不
熟
仕
候
、
く
れ
か
き
仕
候
内
、
荒
申
候
而
も
耕
作
差
支
申
訳
無
御
座
候
、

　

五
月
廿
日
頃
よ
り
八
月
十
日
頃
ま
て
之
内
、
天
気
能
御
座
候
得
ハ
作
合
成
就

仕
候
、
只
今
迄
申
候
分
不
苦
儀
ニ
奉
存
候
、

一
条
）

3

（
第

、
当
年
只
今
迄
寒
申
候
得
共
、
苗
生
出
候
様
子
詮
儀
仕
候
所
、
諸
組
共
苗
痛

候
所
も
無
之
生
出
能
御
座
候
、
此
末
天
気
続
暖
気
罷
成
候
ハ
ヽ
秋
作
も
不
作

仕
間
敷
と
奉
存
候
、

一
条
）

4

（
第

、
只
今
迄
荒
続
申
候
得
共
、
右
申
上
候
通
、
植
付
前
ハ
耕
作
指
支
申
儀
も
無

御
座
候
ニ
付
、
嵩
入
湯
之
者
御
停
止
之
儀
不
申
上
候
、

右
之
趣
、
同
役
共
沙
汰
仕
申
上
候
旨
申
出
候
に
付
伊
織
江
達
之
、

　

菊
池
は
郡
奉
行
で
あ
り
、
第
1
条
の
「
耕
作
方
之
程
無
御
心
元
」
と
い
う
不
作
に

対
す
る
漠
然
た
る
不
安
に
対
し
て
、
現
状
と
今
後
の
見
込
み
を
第
2
条
・
第
3
条
で

示
し
、
第
4
条
で
嵩
で
の
湯
治
の
扱
い
に
言
及
し
て
い
る
。
第
2
条
で
は
、
毎
年

三
・
四
月
、
温
暖
な
年
は
五
・
六
月
は
寒
く
、
生
育
が
進
ま
な
い
も
の
で
、
塊
搔
最

中
に
天
候
が
不
順
で
も
耕
作
に
は
支
障
が
な
い
。
五
月
二
〇
日
か
ら
八
月
一
〇
日
頃

迄
に
天
気
に
恵
ま
れ
れ
ば
不
作
す
る
こ
と
は
な
い
。
第
3
条
は
、
今
年
は
寒
冷
で
は

あ
る
が
、
苗
の
発
育
が
劣
っ
て
い
る
所
も
な
く
、
今
後
の
天
気
次
第
で
不
作
す
る
こ

と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
4
条
で
天
候
は
不
順
だ
が
、
田
植
前
で
も
あ

り
耕
作
の
支
障
と
は
な
ら
ず
、
嵩
の
入
湯
を
停
止
す
る
ま
で
は
な
い
と
上
申
し
て
い

る
。

　

上
申
は
、「
耕
作
方
之
程
無
御
心
元
被
思
召
ニ
付
」
い
て
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
六
代
藩
主
津
軽
信
著
は
参
勤
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
被
思
召
」
た
主

体
は
家
老
の
可
能
性
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
郡
奉
行
で
あ
る
菊
池
十
蔵
か
ら
用

番
家
老
隈
部
伊
織
へ
の
上
申
の
形
を
取
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
入
湯
は
停
止
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
実
際
の
稲
作
の
進
行
と
経
験
か
ら
郡
奉
行
が
実
質
的
に
可
否
の
判
断

を
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
の
過
程
に
「
不
浄
之
者
」
の
存
在
や
行
為
が
先
だ
っ
て
あ
っ
た

の
で
は
な
い
。
藩
主
や
家
老
と
言
っ
た
為
政
者
が
天
候
不
順
を
危
惧
し
た
時
に
、
郡

奉
行
に
農
耕
の
状
況
を
調
べ
さ
せ
、
嵩
で
の
入
湯
の
可
否
を
上
申
さ
せ
る
。「
国
日

記
」
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
七
月
二
七
日
条
の
「
工
藤
嘉
左
衛
門
申
立
」
で
も
、

岩
木
嵩
で
の
湯
治
は
例
年
七
月
二
〇
日
頃
の
天
候
に
よ
っ
て
判
断
し
、
そ
の
後
に
湯

治
を
許
可
す
る
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
「
国
日
記
」
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
八
月
五
日
条
の
よ
う
に
、
為
政
者
が
状
況
を
把
握
す
る
以
前
に
、
天
候
不
順

に
よ
る
著
し
い
農
耕
過
程
で
の
遅
滞
な
ど
の
支
障
が
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
た
な
ら

ば
、
郡
奉
行
は
湯
治
の
差
し
止
め
を
た
だ
ち
に
上
申
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）
湯
段
温
泉
の
組
み
込
み

　

同
様
な
天
候
不
順
の
際
の
入
湯
が
停
止
さ
れ
た
湯
治
場
と
し
て
湯
段
が
あ
る
。

「
国
日
記
」
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
八
月
二
四
日
条
の
「
枯
木
平
村
領
湯
段
小
屋
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主
長
兵
衛
申
立
」
は
支
配
換
え
の
願
い
で
あ
る
。

一
、
枯
木
平
村
領
湯
段
小
屋
主
長
兵
衛
申
立
候
、
同
所
湯
之
儀
、
享
保
九
年
私

見
立
仕
、
願
之
上
居
村
同
様
普
請
仕
、
弐
拾
ヶ
年
已
前
ま
て
御
代
官
様
御
取

扱
御
座
候
処
、
其
後
岩
木
嵩
湯
坪
同
様
御
勤
番
様
御
封
印
ニ
而
難
儀
仕
候
之

間
、
古
来
之
通
御
代
官
様
御
取
扱
ニ
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
旨
申
出
之
、
古

来
之
通
難
申
付
旨
申
遣
之
、

　
「
申
立
」
に
よ
れ
ば
、
湯
段
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
長
兵
衛
が
見
立
て
湯

治
場
と
し
て
普
請
し
た
。「
弐
拾
ヶ
年
已
前
ま
て
」、
す
な
わ
ち
宝
暦
六
年
（
一
七
五

六
）
頃
ま
で
は
「
御
代
官
様
御
取
扱
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
嵩
同
様
に
勤
番
が

置
か
れ
藩
に
よ
っ
て
「
御
封
印
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る）

17
（

。
こ
れ
は
、

嵩
同
様
に
同
湯
で
の
湯
治
が
藩
に
よ
っ
て
直
接
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

と
は
い
え
、
す
で
に
「
国
日
記
」
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
九
月
一
一
日
条
で

は
、
嵩
へ
の
湯
治
に
加
え
て
湯
段
も
「
当
分
停
止
」
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
、
先
達
而
岩
木
嵩
江
湯
治
之
者
、
当
分
停
止
申
付
候
所
、
其
以
後
大
勢
湯
治

人
有
之
候
様
相
聞
江
候
、
御
免
も
無
之
内
如
何
相
心
得
湯
治
人
差
置
候
哉
、

不
届
成
事
、
同
所
并
湯
段
共
、
湯
治
人
早
々
押
上
候
様
、
猶
以
停
止
之
趣
急

度
可
被
申
付
旨
、
寺
社
奉
行
・
郡
奉
行
江
申
遣
之
、
尤
右
之
趣
夫
々
可
申
通

之
旨
、
当
町
奉
行
江
申
遣
之
、
九
浦
町
奉
行
江
ハ
廻
状
ニ
而
申
遣
之
、
御
家

中
之
面
々
江
は
当
番
通
用
ニ
可
申
付
之
旨
、
大
目
付
江
申
付
之
、

　

突
然
の
入
湯
の
停
止
の
発
令
は
、
湯
治
場
で
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
多
く
の

湯
治
人
が
お
り
そ
の
追
い
払
い
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
こ
の
旨
は
寺
社
奉

行
・
郡
奉
行
・
町
奉
行
に
直
接
申
し
付
け
ら
れ
、
九
浦
町
奉
行
に
は
廻
状
で
、
家
中

に
は
「
当
番
通
用
」（
目
付
か
ら
の
触
）
に
よ
っ
て
領
内
全
体
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
家
中
・
寺
社
方
・
在
方
・
町
方
を
問
わ
ず
、
藩
に
よ
る
停
止
令
を
守

ら
な
い
小
屋
主
や
湯
治
を
続
け
る
入
湯
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ

ろ
う
。

　

こ
れ
以
前
に
、
い
つ
湯
段
が
嵩
と
な
ら
ん
で
湯
治
停
止
の
対
象
地
と
な
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
前
述
の
「
国
日

記
」
享
保
一
九
年
七
月
二
七
日
条
の
「
工
藤
嘉
左
衛
門
申
立
」
で
は
湯
治
停
止
と
す

る
か
否
か
の
対
象
は
岩
木
嵩
だ
け
で
あ
っ
た
が
、「
国
日
記
」
享
保
二
〇
年
九
月
一

一
日
条
で
は
湯
段
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。「
国
日
記
」
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

八
月
二
四
日
条
の
「
枯
木
平
村
領
湯
段
小
屋
主
長
兵
衛
申
立
」
に
よ
れ
ば
、
湯
段
は

享
保
二
〇
年
段
階
で
は
「
御
代
官
様
御
取
扱
」、
す
な
わ
ち
村
方
支
配
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
百
沢
寺
―
寺
社
支
配
で
あ
っ
た
嵩
と
も
ど
も
に
「
不
浄
者
」
の
入
湯

が
天
候
不
順
を
引
き
起
こ
す
湯
治
場
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
み
れ
ば
、

湯
段
も
嵩
と
な
ら
ぶ
岩
木
山
麓
の
湯
治
の
場
と
し
て
入
湯
差
し
留
め
の
対
象
と
し
て

措
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
や
が
て
代
官
支
配
を
離
れ
藩
の
直
接
的
な
支
配
の
な
か
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

藩
が
岩
木
山
参
詣
と
嵩
の
入
湯
を
差
し
留
め
た
の
は
、「
諸
鳥
・
玉
子
共
」
な
ど

を
持
ち
込
む
「
不
浄
之
者
」
が
神
域
を
冒
す
こ
と
で
天
候
不
順
と
な
り
農
耕
に
支
障

が
出
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
不
合
理
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
次
に
触
れ
る
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
「
百
沢
寺
申
立
」
に
よ
る
指
摘

で
も
明
ら
か
で
あ
り
、
藩
も
ま
た
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
な
お
岩
木
山
参
詣
と
嵩
の
入
湯
の
差
し
留
め
と
い
う
措
置
が
取
ら
れ

続
け
た
の
は
、「
国
日
記
」
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
八
月
五
日
条
に
端
的
に
示
さ
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れ
る
「
当
年
は
御
郡
中
田
地
植
付
も
遅
、
其
上
今
程
時
々
悪
風
吹
稲
実
兼
」
ね
る
と

い
っ
た
農
耕
の
遅
滞
と
天
候
不
順
が
危
惧
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
「
国
日
記
」
享
保
一

三
年
（
一
七
二
八
）
八
月
六
日
条
の
「
青
森
町
瀧
屋
宇
兵
衛
申
立
」
の
「
天
気
悪
敷

諸
人
之
唱
在
之
」
と
い
う
「
風
説
」・「
風
聞
」・「
下
々
」
の
申
し
唱
え
、
す
な
わ
ち

凶
作
↓
飢
饉
に
対
す
る
怖
れ
―
社
会
不
安
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三　

杣
入
・
湯
治
の
差
し
留
め
が
生
む
緊
張
関
係

（
一
）
錯
綜
す
る
思
惑

　

山
へ
の
立
ち
入
り
な
ど
、
自
然
秩
序
を
冒
そ
う
と
す
る
人
間
の
作
為
が
天
候
不
順

を
引
き
起
こ
し
不
作
の
原
因
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
怖
れ
は
、「
風
説
」・「
風
聞
」・

「
下
々
」
の
申
し
唱
え
な
ど
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
藩
は
そ
の
高
ま
り
、
す
な
わ

ち
社
会
不
安
の
解
消
の
た
め
に
、
そ
う
し
た
行
為
の
差
し
留
め
を
繰
り
返
し
た
。
そ

の
こ
と
で
、
鉱
山
の
掘
削
や
山
林
伐
採
な
ど
の
経
済
活
動
が
停
止
さ
れ
る
が
、
そ
れ

を
見
立
て
「
自
分
物
入
」
で
の
「
普
請
」、
あ
る
い
は
「
杣
入
」
な
ど
を
図
っ
た
者

に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
時
に
そ
れ
ら
の
者
た
ち
は
藩
に
代

替
措
置
＝
補
償
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
国
日
記
」
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
八
月
六
日
条
の
「
青
森
町
瀧
屋
宇
兵
衛

申
立
」
は
、「
耕
田
御
山
」
が
「
御
触
山
」
と
な
っ
た
の
で
杣
入
り
を
願
い
出
て
許

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
藩
は
「
天
気
悪
敷
諸
人
之
唱
在
之
」
と
し
て
杣
入
り
を
停
止

さ
せ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
一
件
で
あ
る
。
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ａ
す
で
に
七
〇
人
余
の
杣
子
を
雇
っ
て
お
り
、「
迷
惑
」
＝
不
利
益
を
蒙
っ
た
。

ｂ
杣
入
り
は
、
結
局
許
可
さ
れ
た
が
、
杣
子
は
逃
る
か
辞
め
て
し
ま
い
、
多
大
の
給

金
が
無
駄
に
な
っ
た
。
仕
入
資
金
の
め
ど
も
立
た
ず
、
残
っ
た
杣
子
二
四
〜
五
人
で

稼
業
し
て
い
る
。
ｃ
「
私
儀
」
は
近
年
、「
商
売
方
不
廻
」
な
の
で
「
耕
田
山
之
働
」

で
「
今
度
身
上
相
続
仕
」
ろ
う
と
し
た）

18
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。
ｄ
万
が
一
、
杣
入
許
可
年
内
に
「
風
説
」

で
、
再
び
停
止
と
な
れ
ば
「
金
元
」（
金
主
）
と
も
に
「
身
上
潰
」
れ
る
。
ｅ
諸
人

が
「
御
大
切
之
耕
作
障
」
と
言
い
募
れ
ば
杣
入
り
停
止
は
避
け
ら
れ
ず
、「
初
山
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
損
分
が
出
て
不
利
益
を
蒙
る
。
ｆ
「
耕
作
実
法
之
時

節
」
の
天
候
不
順=

不
作
の
怖
れ
と
い
う
世
上
の
「
唱
」
は
無
碍
に
は
で
き
な
い
。

な
の
で
、
杣
入
り
対
象
を
「
耕
田
御
山
」
か
ら
「
久
栗
坂
御
山
」
へ
替
え
て
欲
し
い
。

　

結
局
、
瀧
屋
宇
兵
衛
の
杣
入
山
は
「
久
栗
坂
御
山
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

瀧
屋
は
稼
業
す
る
に
あ
た
っ
て
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
が
、
本
稿
と
は
関
わ
ら
な

い
の
で
省
略
す
る
。
瀧
屋
は
、「
耕
田
御
山
」
へ
の
杣
入
は
「
耕
作
実
法
之
時
節
」

に
「
天
気
悪
敷
諸
人
之
唱
在
之
」
と
い
う
理
由
で
停
止
さ
れ
た
結
果
、
破
産
に
瀕
す

る
と
い
う
実
情
を
訴
え
る
。
代
替
と
し
て
藩
に
要
求
し
た
「
久
栗
坂
御
山
」
に
つ
い

て
は
、
世
上
の
「
唱
」
か
ら
同
様
に
杣
入
り
が
停
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
恐
れ
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
人
間
に
と
っ
て
、「
久
栗
坂
御

山
」
は
そ
の
よ
う
な
神
威
を
発
現
す
る
場
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
自
然
秩
序
の
侵
害
（
こ
の
場
合
は
杣
入
）
が
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
「
御
山
」

で
天
候
不
順
が
起
こ
る
の
で
は
な
く
特
定
の
神
域
で
の
み
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

嵩
で
の
入
湯
の
差
し
留
め
は
入
湯
者
だ
け
で
な
く
、
管
理
し
た
百
沢
寺
や
湯
小
屋

の
小
屋
主
に
と
っ
て
も
生
活
に
直
結
し
た
問
題
で
あ
っ
た
。「
国
日
記
」
元
禄
一
〇

年
（
一
六
九
七
）
九
月
一
〇
日
条
の
寺
社
奉
行
の
「
申
立
」
は
、
百
沢
寺
か
ら
の
口

上
書
を
取
り
次
い
だ
も
の
で
あ
る
（
史
料
中
の
ａ
〜
ｅ
は
、
筆
者
に
よ
る
）。
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一
、
百
沢
寺
口
上
書
ニ
而
寺
社
奉
行
武
田
藤
右
衛
門
を
以
申
立
候
は
、
昨
日
被

仰
聞
候
頃
日
天
気
相
不
宜
候
ニ
付
、
岩
木
嵩
江
湯
入
御
停
止
ニ
被
仰
付
候
由

被
仰
遣
候
故
、
則
湯
本
江
申
付
候
処
、
ａ
大
病
ニ
而
入
湯
之
者
も
御
座
候
而
、

　

殊
之
外
迷
惑
仕
候
、
ｂ
其
上
小
屋
主
共
当
年
之
儀
ニ
御
座
候
得
は
、
少
々
借

銭
仕
漸
々
小
屋
等
も
繕
仕
候
而
、
頃
日
少
々
入
湯
之
者
も
御
座
候
之
処
、
ｃ

只
今
御
停
止
ニ
被
仰
付
候
得
而
は
、
右
之
通
湯
入
之
者
、
其
上
小
屋
主
・
湯

ひ
ち
り
共
ニ
迷
惑
仕
候
由
申
出
候
、
ｄ
先
達
而
御
停
止
ニ
被
仰
付
候
節
も
此

段
願
申
上
度
由
申
出
候
得
共
、
其
節
被
仰
渡
候
は
当
月
朔
日
よ
り
湯
入
御
宥

免
ニ
被
仰
付
候
由
被
仰
渡
候
故
願
不
申
立
候
、
ｅ
右
申
上
候
之
通
湯
ひ
ち
り

并
小
屋
主
共
御
停
止
ニ
被
仰
付
候
而
ハ
及
渇
命
難
儀
申
候
間
、
此
段
奉
願
旨

申
立
之
、

　

こ
の
口
上
書
は
、
昨
日
、
急
に
嵩
の
入
湯
差
し
留
め
が
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
。
百
沢
寺
の
主
張
は
、
ａ
大
病
の
た
め
入
湯
し
て
い
る
者
も
あ
り
困
り

切
っ
て
い
る
。
ｂ
今
年
、
小
屋
主
は
借
財
し
て
小
屋
を
整
備
し
、
入
湯
者
を
迎
え
て

い
る
。
ｃ
入
湯
停
止
に
な
れ
ば
、
大
病
の
者
だ
け
で
な
く
、
小
屋
主
・「
湯
ひ
ち
り
」

（
湯
聖
）
ま
で
も
困
惑
す
る
。
ｄ
「
先
達
而
」
入
湯
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
時
に
は
、

九
月
一
日
か
ら
入
湯
が
許
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
申
し
入
れ

は
し
な
か
っ
た
。
ｅ
以
上
の
通
り
、「
湯
ひ
ち
り
并
小
屋
主
共
」、
入
湯
停
止
と
な
れ

ば
渇
命
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
願
い
出
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
嵩
の
湯
は
百
沢
寺
の
支
配
の
も
と
に
あ
り
、
小
屋
主
は
役
銭
を
百

沢
寺
に
上
納
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）

19
（

。「
湯
ひ
ち
り
」（
湯
聖
）
は
、
中
世

で
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
湯
屋
の
雑
役
に
従
事
し
た
下
級
の
僧
で
あ
る
が
、
真
言
宗

智
積
院
に
属
し
た
百
沢
寺
で
も
そ
う
し
た
雑
役
に
よ
っ
て
収
入
を
得
て
い
た
下
級
の

僧
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ｄ
の
「
先
達
而
」
と
い
う
表
現
は
、
過
去
一
般

で
は
な
く
、
こ
の
一
件
直
前
に
出
さ
れ
た
湯
治
の
停
止
命
令
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
口
上
書
」
か
ら
は
湯
治
の
突
然
の
停
止
は
、
入
湯
者
だ
け
で
な
く
、
小
屋
主
・

「
湯
ひ
ち
り
」
に
も
影
響
が
あ
り
、
結
局
、
役
銭
を
徴
収
し
て
い
る
百
沢
寺
が
そ
の

要
求
を
代
弁
す
る
と
い
う
構
造
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

入
湯
者
と
小
屋
主
の
間
に
も
緊
張
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
、「
国
日
記
」
元
文
四
年

（
一
七
三
九
）八
月
一
二
日
条
の
「
百
沢
寺
申
立
」
か
ら
知
ら
れ
る
。
八
月
一
〇
日
頃
、

嵩
で
の
湯
治
が
差
し
留
め
ら
れ
た
。
八
月
九
日
に
小
屋
主
が
入
湯
者
を
退
去
さ
せ
る

た
め
嵩
の
湯
元
に
赴
い
た
所
、
差
し
止
め
を
知
ら
な
か
っ
た
金
木
新
田
と
日
本
海
添

い
の
赤
石
村
周
辺
か
ら
の
入
湯
者
が
八
日
か
ら
八
・
九
軒
の
湯
小
屋
に
逗
留
し
て
い

た
。
小
屋
主
た
ち
は
湯
治
差
し
留
め
、
湯
治
客
の
引
き
払
い
と
い
う
藩
の
指
令
を
執

行
し
よ
う
と
し
た
が
、
入
湯
者
た
ち
は
遠
方
か
ら
二
日
が
か
り
で
来
た
上
、
立
ち
居

も
ま
ま
な
ら
な
い
「
病
人
勝
」
と
抗
弁
し
説
得
に
応
じ
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
留
め

置
き
、
ほ
か
の
「
町
・
在
」
の
者
も
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
小
屋
主
た

ち
は
、
藩
と
湯
治
人
と
の
間
で
板
挟
み
に
陥
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
入

湯
停
止
令
が
突
然
に
布
告
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
湯
治
場
で
は
度
々
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
軋
轢
と
抵
抗
―
百
沢
寺
の
訴
え
か
ら
―

　

一
八
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
、
以
上
の
湯
治
の
停
止
を
め
ぐ
る
藩
と
百
沢
寺
・
小
屋

主
・
湯
治
人
を
廻
る
緊
張
関
係
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
が
、
さ
き
に
一
部
触
れ
た

「
国
日
記
」
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
七
月
二
四
日
条
の
「
百
沢
寺
申
立
」
で
あ
る
。

一
条
）

1

（
第

、
百
沢
寺
申
立
候
は
、
岩
木
山
参
詣
并
湯
治
之
儀
、
古
来
御
停
止
無
御
座
候
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処
、
元
禄
年
中
よ
り
御
法
度
之
儀
度
々
被
仰
付
候
ニ
付
、
左
申
上
候
、

一
条
）

2

（
第

、
同
山
参
詣
御
指
留
之
儀
不
宜
奉
存
候
、
子
細
は
祈
願
品
々
可
有
御
座
、
中

ニ
も
別
而
御
領
内
五
穀
成
就
之
願
は
下
々
迄
不
致
者
無
御
座
候
、
左
様
之
儀

御
指
留
被
為
遊
候
事
、
失
神
威
申
儀
と
奉
存
候
、
百
性
は
種
蒔
苗
代）

20
（

を
田
之

神
と
申
而
、
耕
作
第
一
之
祈
願
ニ
参
候
故
、
作
等
成
就
仕
候
得
は
、
是
非
参

詣
仕
、
兼
耕
作
之
障
り
可
罷
成
筋
無
御
座
候
、

　

上
々
様
ニ
は
大
勢
参
詣
之
内
ニ
は
、
定
而
不
浄
之
者
も
参
候
ニ
付
、
自
然
と

天
気
荒
、
耕
作
之
障
相
成
候
様
被
思
召
候
段
至
極
仕
候
得
共
、
不
浄
之
者
、

決
而
登
山
仕
候
儀
不
罷
成
候
、
然
は
首
尾
好
登
山
仕
候
者
は
不
浄
穢
無
之
、

天
気
之
障
可
罷
成
筋
無
御
座
候
、
度
々
御
停
止
被
仰
付
、
御
山
不
繁
昌
ニ
罷

成
候
ハ
ヽ
結
句
、
上
々
様
之
御
為
罷
成
間
鋪
と
奉
存
候
間
、
御
法
度
之
儀
無

御
座
様
奉
願
候
、

　

湯
治
之
儀
、
古
来
は
六
月
朔
日
よ
り
七
月
廿
日
迄
御
停
止
ニ
而
、
秋
・
春
御

停
止
之
儀
無
御
座
候
、
元
禄
年
中
よ
り
御
法
度
之
度
々
被
仰
付
候
、

一
条
）

3

（
第

、
嵩
湯
之
儀
は
、
三
山
之
内
、
鳥
海
山
薬
師
峯
よ
り
湧
出
、
衆
病
患
除
之
誓

之
名
湯
御
座
候
、
湯
治
人
御
座
候
ハ
ヽ
天
気
荒
申
候
而
、
田
畑
之
障
成
申
儀

御
座
候
ハ
ヽ
、
衆
人
救
誓
之
為
不
罷
成
、
無
益
之
方
便
と
申
物
御
座
候
、
同

所
は
諸
鳥
・
玉
子
共
決
而
御
法
度
之
場
所
御
座
候
、
近
年
若
左
様
之
品
持
参

申
候
者
有
之
、
天
気
之
障
罷
成
候
儀
思
召
候
ハ
ヽ
、
已
後
諸
鳥
之
類
堅
く
湯

元
江
持
参
不
仕
候
様
、
急
度
被
仰
付
、
已
後
相
定
之
御
停
止
之
外
、
四
月
・

五
月
・
八
月
・
九
月
、
右
四
ヶ
月
之
内
御
停
止
無
御
座
候
様
奉
願
旨
申
出
、

達
作
左
衛
門
江
岩
木
山
参
詣
之
儀
并
入
湯
之
儀
共
、
段
々
申
立
之
通
、
尤
至

極
之
事
候
、
併
天
気
相
寄
、
例
年
沙
汰
之
上
登
山
入
湯
共
差
留
候
儀
、
早
速

御
沙
汰
難
被
及
候
、
只
今
迄
之
通
能
々
相
心
得
候
様
可
被
申
達
之
旨
、
寺
社

奉
行
江
申
付
之
、

一
、
岩
木
山
参
詣
之
儀
、
例
年
来
月
朔
日
よ
り
登
山
致
候
得
共
、
作
毛
差
障
候

ニ
付
岩
木
嵩
湯
治
共
、
来
月
十
日
迄
停
止
申
付
候
、
此
段
当
番
通
用
、
前
々

之
通
可
被
申
触
候
旨
、
大
目
付
江
申
付
之
、

　

第
1
条
で
の
百
沢
寺
の
主
張
で
は
、
岩
木
山
へ
の
参
詣
と
湯
治
は
、「
元
禄
年
中
」

か
ら
「
度
々
」
に
「
御
法
度
」
が
申
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
御

法
度
」
と
は
、
参
詣
と
湯
治
の
停
止
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
「
百
沢
寺
申
立
」
で
は
、

岩
木
山
へ
の
参
詣
と
湯
治
は
本
来
は
停
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
飢
饉
の
際
に
「
嵩
之
湯
」
に

弘
前
や
在
々
か
ら
多
く
の
湯
治
客
が
あ
り
、
硫
黄
山
へ
入
り
込
ん
だ
た
め
「
頃
日

度
々
雨
降
、
在
々
稲
ニ
虫
付
候
由
沙
汰
承
」
る
事
態
と
な
り
、「
岩
木
湯
硫
黄
山
江

一
切
人
通
間
敷
旨
、
百
沢
寺
江
可
申
付
旨
」
が
寺
社
奉
行
に
申
し
渡
さ
れ
た
こ
と

（「
国
日
記
」
元
禄
八
年
五
月
二
二
日
条
）
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

21
（

。

　

第
2
条
で
は
、
藩
に
よ
る
岩
木
山
参
詣
の
差
し
留
め
を
批
判
す
る
。
岩
木
山
は

「
御
領
内
五
穀
成
就
之
願
は
下
々
迄
不
致
者
無
御
座
」
き
存
在
で
あ
り
、
参
詣
の
差

し
留
め
は
む
し
ろ
「
神
威
」
を
失
わ
せ
る
行
為
で
あ
る
。「
上
々
様
」
は
、
大
勢
の

参
詣
者
の
な
か
に
は
「
不
浄
者
」
も
お
り
、
天
候
不
順
と
な
る
と
し
て
差
し
留
め
ら

れ
た
。
な
ら
ば
、「
首
尾
好
」
く
（
好
天
に
恵
ま
れ
て
安
全
に
、
と
い
う
意
か
）
に

登
山
・
参
詣
を
行
い
得
て
い
た
な
ら
、
湯
治
者
に
は
「
不
浄
穢
」
の
者
は
い
な
い
こ

と
に
な
る
。

　

現
実
に
は
、
す
で
に
天
気
不
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
不
作
に
な
る
の

で
は
と
言
う
怖
れ
＝
風
説
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
差
し
留
め
ら
れ
る
。
そ
の
段
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階
で
「
不
浄
穢
」
の
存
在
を
問
題
と
し
て
も
意
味
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で

も
あ
る
。
む
し
ろ
、
度
々
の
停
止
令
は
登
山
・
参
詣
者
を
遠
ざ
け
て
「
御
山
」
の
衰

退
の
基
と
な
り
、
か
え
っ
て
「
上
々
様
」
の
御
為
に
な
ら
な
い
。
な
の
で
、「
御
法
度
」

=

登
山
・
参
詣
停
止
し
な
い
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
、「
古
来
」
か
ら
六
月

一
日
か
ら
七
月
二
〇
日
ま
で
は
湯
治
は
停
止
さ
れ
た
が
、
秋
と
春
に
は
停
止
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
元
禄
年
中
」
か
ら
は
度
々
入
湯
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
と

し
て
い
る
。

　

第
3
条
の
前
半
で
は
、
岩
木
山
の
三
つ
の
峰
の
う
ち
鳥
海
山）

22
（

の
薬
師
峯
か
ら
湧
き

出
る
「
衆
病
患
除
之
誓
之
名
湯
」
で
あ
る
嵩
温
泉
に
つ
い
て
述
べ
る
。
入
湯
者
が
あ

れ
ば
天
候
不
順
と
な
り
、
耕
作
に
支
障
を
生
じ
る
と
い
う
な
ら
、「
衆
人
救
誓
之
為
」

に
は
な
ら
ず
、「
名
湯
」
と
の
謂
わ
れ
は
「
無
益
之
方
便
」
で
あ
る
。
嵩
は
「
諸
鳥
・

玉
子
共
」
持
ち
込
み
禁
止
で
あ
る
が
、
近
年
、
そ
れ
を
守
ら
な
い
者
が
あ
り
、
そ
れ

が
「
天
気
之
障
」
と
な
る
な
ら
ば
、
今
後
は
「
諸
鳥
之
類
」
の
持
ち
込
み
を
固
く
禁

じ
る
。
な
の
で
、
六
月
一
日
か
ら
七
月
二
〇
日
ま
で
の
「
相
定
之
御
停
止
」
以
外
、

四
月
・
五
月
・
八
月
・
九
月
の
四
ヶ
月
に
は
入
湯
停
止
と
し
な
い
よ
う
願
い
出
た
。

　

こ
こ
で
も
、「
諸
鳥
・
玉
子
」・「
諸
鳥
之
類
」（
殺
生
と
肉
食
）
が
「
天
気
之
障
」

り
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
湯
治
に
あ
っ
て
の
「
不
浄
之
者
」
と
は
、

何
よ
り
殺
生
や
肉
食
を
行
う
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

後
半
で
は
、
前
半
部
の
願
い
は
家
老
棟
方
作
左
衛
門
に
達
せ
ら
れ
、
も
っ
と
も
で

あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
「
早
速
御
沙
汰
難
被
及
」、
直
ち
に
返
答
で
き
な
い
の
で
今

ま
で
通
り
と
さ
れ
て
い
る
。
続
く
大
目
付
へ
の
申
し
付
け
で
は
例
年
は
八
月
一
日
か

ら
の
登
山
・
参
詣
で
あ
る
が
耕
作
に
支
障
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
時
に
は
八
月
一
〇

日
ま
で
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。「
百
沢
寺
申
立
」
の
岩
木
山
登
山
・
参
詣
と
嵩

の
入
湯
停
止
は
不
合
理
と
い
う
主
張
を
、
藩
は
「
岩
木
山
参
詣
之
儀
并
入
湯
之
儀
共
、

段
々
申
立
之
通
、
尤
至
極
之
事
候
」
と
認
め
な
が
ら
も
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
「
風
説
」
に
合
致
す
る
よ
う
に
、「
天
気
之
障
」
が
現
実
化

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

23
（

。
藩
は
「
国
日
記
」
寛
延
二
年
七
月
一
六
日
条
の
「
米
方
・

郡
奉
行
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
申
出
」
を
は
じ
め
と
し
て
飢
饉
へ
の
対
策
を
示
し
て

い
る
が
、「
百
沢
寺
申
立
」
は
ま
さ
に
そ
の
時
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

湯
治
に
つ
い
て
は
「
古
来
」
は
六
月
一
日
か
ら
七
月
二
〇
日
ま
で
入
湯
が
停
止
さ

れ
、
秋
・
春
に
「
御
停
止
」
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
元
禄
年
中
よ

り
御
法
度
之
度
々
被
仰
付
」
る
こ
と
と
な
っ
た
と
言
う
。
と
す
る
な
ら
、「
上
々
様
」

と
は
時
の
七
代
藩
主
信
寧
の
父
六
代
藩
主
信
著
あ
る
い
は
祖
父
五
代
藩
主
信
寿
で
は

な
く
、
元
禄
期
の
四
代
藩
主
信
政
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。「
元
禄
年
中
」

か
ら
「
度
々
」
に
「
御
法
度
」
が
申
し
付
け
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
元
禄
八
年
（
一

六
九
五
）
の
記
述
と
照
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。
同
年
五
月
段
階
で
、
そ
の
時
点
で
の

多
雨
・
虫
害
な
ど
の
事
象
は
、
湯
治
客
の
硫
黄
山
へ
の
入
り
込
み
が
原
因
と
さ
れ
て

い
た
。
同
年
は
大
飢
饉
と
な
っ
た
た
め
に
、
以
降
、
こ
う
し
た
天
候
不
順
が
続
く
と
、

岩
木
山
参
詣
と
湯
治
に
藩
が
そ
れ
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て
―
「
丹
後
者
」 

新
た
な
排
除
の
論
理
―

　
「
国
日
記
」
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
七
月
六
日
条
の
「
勘
定
奉
行
申
立
」
は
、

伝
承
の
な
か
で
の
岩
木
山
と
小
栗
山
村
十
二
所
権
現
と
の
「
国
」
を
争
っ
た
確
執
が

こ
の
時
点
で
も
な
お
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
岩
木
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山
―
百
沢
寺
の
祈
祷
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
権
現
平
雨
」
に
付
さ
れ
た
評
言
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

此
の
説
虚
談
な
る
べ
し
、
小
栗
山
権
現
平
の
方
よ
り
雨
多
く
降
り
始
め
、
此

の
邑
の
人
民
、
岩
木
山
の
登
山
な
ら
ざ
る
事
、
何
も
謂
と
い
ふ
事
を
知
ら
ね

ど
も
、
正
直
第
一
之
神
達
、
慾
に
迷
ひ
て
国
を
争
ふ
べ
き
や
、
又
人
間
を
加

護
あ
る
べ
き
神
達
、
山
海
を
動
乱
さ
せ
て
、
土
民
に
難
儀
を
か
け
べ
き
や
、

忝
な
く
も
岩
木
山
大
権
現
な
ど
は
左
様
の
無
法
の
神
に
は
あ
ら
ず
。
と
末
社

の
神
の
畳
を
た
た
い
て
語
り
し
は
尤
也
。

　

こ
の
評
言
は
、「
末
社
の
神
の
畳
を
た
た
い
て
語
り
し
」
と
あ
る
の
で
、
あ
る
い

は
百
沢
寺
―
岩
木
山
神
社
の
末
社
の
禰
宜
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、「
正
直
第
一

之
神
達
」
が
我
欲
で
「
国
」
を
争
う
は
ず
は
な
く
、
山
海
を
乱
し
、
領
民
に
苦
難
を

か
け
る
筈
は
な
い
と
い
う
。
と
く
に
「
岩
木
山
大
権
現
」
は
そ
の
よ
う
な
無
法
の
神

で
は
な
い
と
も
い
う
。
こ
れ
を
う
け
て
、「
権
現
平
雨
」
の
記
述
を
「
虚
言
」
と
し

て
い
る
。「
岩
木
山
大
権
現
」
が
唯
一
の
存
在
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
も
っ

と
も
敬
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
津
軽
の
地
に
豊
饒
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
意
識

さ
れ
、
他
に
優
越
す
る
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
岩
木
山
（「
岩
木
山
大
権
現
」）
に
対
す
る
認
識
は
、
弘
前
藩
が
強
調

し
、
主
導
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
成
立
し
た
官
選

史
書
『
津
軽
一
統
志）

24
（

』
首
巻
で
も
、
陸
奥
国
、
津
軽
郡
と
触
れ
、
次
い
で
岩
木
山
を

挙
げ
る
。
そ
こ
で
は
、「（
前
略
）
此
山
者
帷
貴
為
当
国
之
鎮
守
、
採
而
挙
邦
郡
事
之

一
而
巳
」（
此
の
山
は
帷ひ

と

り
当
国
の
鎮
守
為
る
こ
と
を
貴
っ
と
ん
で
、
採
り
て
邦
郡

の
一は

じ
めに

挙
げ
る
の
み
）と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
倭
漢
三
才
図
会
』
を
引
き
、「
岩

木
山
大
権
現
」
は
、
厨
子
王
が
安
寿
を
祀
っ
た
社
（「
故
而
安
寿
霊
、
津
志
王
祭
是

於
神
」、
故
あ
り
て
安
寿
の
霊
を
津
志
王
是
を
神
に
祭
る）

25
（

）
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

「
丹
後
人
」
は
登
山
で
き
な
い
。
諸
国
を
往
来
し
交
易
す
る
の
が
世
の
常
だ
が
、
こ

の
山
の
謂
わ
れ
が
あ
る
た
め
、「
丹
後
国
」
人
は
津
軽
領
に
入
る
こ
と
も
住
む
こ
と

も
で
き
な
い
。
ま
た
、
急
に
海
が
荒
れ
る
と
「
村
老
漁
叟）

26
（

」
は
「
郷
之
古
制
」
に
し

た
が
っ
て
繫
留
さ
れ
た
船
を
調
べ
る
。
必
ず
「
丹
後
人
」
が
お
り
、
岩
木
山
の
由
来

を
説
き
人
と
船
を
去
ら
せ
る
と
、
た
ち
ま
ち
晴
天
と
な
る
と
い
う
「
丹
後
日
和
」
が

記
さ
れ
る）

27
（

。

　

こ
の
『
津
軽
一
統
志
』
の
岩
木
山
を
め
ぐ
る
二
つ
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
読
み

取
れ
よ
う
。
前
者
は
津
軽
の
地
と
い
う
空
間
に
は
「
丹
後
国
」
人
は
入
る
こ
と
も
住

む
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
神
威
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
神
威
を
冒
す
も
の
が
あ

れ
ば
た
ち
ま
ち
神
譴
を
蒙
る
と
い
う
俗
信
（「
郷
之
古
制
」）
を
も
と
と
し
た
、
生
活

と
生
産=

日
常
の
平
和
を
乱
す
も
の
を
自
力
で
排
除
し
よ
う
と
す
る
共
同
体
（
村
）

の
論
理
の
問
題
で
あ
る
と）

28
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
国
日
記
」
に
記
録
さ
れ
た
一
八
世
紀
後
半
近
く
に
は
事
情
が

異
な
っ
て
く
る
。「
国
日
記
」
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
三
月
二
三
日
条
の
「
三
奉

行
申
立
」
は
「
此
間
風
ニ
而
苗
な
と
枯
候
由
」
と
い
う
「
風
説
」
を
も
と
に
嵩
の
湯

治
の
停
止
を
家
老
棟
方
作
右
衛
門
へ
上
申
す
る
。
こ
れ
に
関
わ
り
、「
国
日
記
」
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
四
月
二
日
条
の
「
郡
奉
行
申
立
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る）

29
（

。一
、
郡
奉
行
申
立
候
、
打
続
天
気
相
悪
敷
御
座
候
付
、
嵩
江
之
湯
治
人
抔
も
御

停
止
被
仰
付
候
、
尤
前
々
丹
後
者
御
国
江
参
候
得
は
天
気
悪
敷
段
、
下
々
唱

候
儀
も
御
座
候
間
、
若
丹
後
者
参
居
候
ハ
ヽ
早
々
相
返
候
様
、
寺
社
奉
行
并
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当
町
浦
々
江
も
被
仰
付
候
様
奉
伺
旨
申
出
之
、
作
右
衛
門
江
達
之
、
左
之
通

申
付
之
、

此
間
打
続
天
気
相
悪
敷
、
嵩
之
湯
治
人
抔
差
留
置
候
、
若
丹
後
者
御
国
江

参
居
候
哉
、
詮
儀
之
上
弥
参
居
候
ハ
ヽ
、
早
々
相
返
り
候
様
、
各
支
配
江

可
被
申
付
候
、

　

右
之
通
廻
状
に
て
九
ヶ
町
奉
行
江
遣
之
、
寺
社
奉
行
・
町
奉
行
江
は
連
名
之

手
紙
に
て
申
付
之
、
尤
当
町
奉
行
江
は
太
夫
兵
七
役
者
之
内
丹
後
者
参
候
儀

も
有
之
間
、
前
々
之
通
申
付
之
、
早
々
相
返
り
候
様
ニ
と
申
遣
之
、

　

こ
こ
で
は
、「
打
続
天
気
相
悪
敷
」
と
い
う
状
況
に
、
ま
ず
嵩
で
の
湯
治
が
停
止

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
領
内
に
「
丹
後
者
」
が
入
り
込
ん
だ
た
め
の

天
候
不
順
で
は
な
い
か
と
い
う
「
前
々
」
か
ら
の
「
下
々
唱
」
を
根
拠
に
、
そ
の
送

り
返
し
を
藩
が
執
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
前
半
末
に
は
、
以

前
の
（「
前
々
」）
か
ら
の
俗
信
（「
郷
之
古
制
）
は
「
下
々
唱
」
に
替
わ
り
、
ま
た
「
丹

後
者
」
の
追
い
返
し
は
「
村
老
漁
叟
」
で
は
な
く
、
藩
が
行
う
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
対
象
は
湊
に
繫
留
さ
れ
た
船

（「
丹
後
船
」）・
船
頭
・
水
主
だ
け
で
な
く
、
町
方
で
は
「
太
夫
兵
七
役
者
」
が
主
た

る
探
索
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
歌
舞
伎
集
団
は
、「
丹
後
者
」
が
入
り
込
む
可
能

性
が
最
も
大
き
い
人
的
集
団
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

30
（

。
両
者
に
共
通
す

る
の
は
、
藩
境
を
越
え
て
移
動
す
る
人
間
の
存
在
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

岩
木
山
（
岩
木
山
大
権
現
）
の
神
威
・
神
譴
に
ふ
れ
る
こ
と
に
天
候
不
順
の
原
因

を
求
め
る
こ
と
は
同
じ
で
も
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
主
に
嵩
・
湯
段
へ
の
「
不
浄
者
」

の
入
り
込
み
が
問
題
と
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
後
半
に
は
さ
ら
に
「
丹
後
者
」
の
領

内
入
り
込
み
が
原
因
と
し
て
加
わ
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
藩
は
そ
れ
に
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
神
威
に
繋
が
り
、
不
作
を
回
避
さ
せ
得
る
権
威
を
保
持
す
る
も
の
と

し
て
の
自
ら
を
演
出
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
無
論
、
そ
う
し
た
理
由
や
論
理
は
後
付

け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
天
候
不
順
に
よ
っ
て
不
作
を
危
惧
す
る
「
天
気
悪

敷
諸
人
之
唱
」
が
囁
か
れ
る
と
、
そ
う
し
た
社
会
不
安
の
除
去
を
図
る
た
め
に
、
天

候
不
順
の
原
因
を
神
域
の
自
然
秩
序
を
冒
す
も
の
、
あ
る
い
は
行
為（「
不
浄
之
者
」）

に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
世
紀
前
半
、
嵩･

湯
段
で
繰
り
返
さ
れ
た
入
湯
差
し
留
め
に
対
し
て
、
湯
治

=

疾
病
の
温
泉
療
養
―
医
療
行
為
を
求
め
る
領
民
の
欲
求）

31
（

と
、
そ
れ
に
突
き
上
げ
ら

れ
て
の
百
沢
寺
―
小
屋
主
た
ち
に
よ
る
差
し
留
め
の
撤
回
を
求
め
る
訴
願
の
繰
り
返

し
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
藩
領
を
越
え
る
人
の
移
動
が
拡
大
す
る
一
八
世
紀
後

期
か
ら
一
九
世
紀
に
は
、
天
候
不
順
に
関
わ
る
俗
信
は
一
八
世
紀
前
半
に
生
ま
れ
た

「
丹
後
者
」
の
排
除
を
基
軸
と
す
る
も
の
へ
と
変
容
す
る
。
新
た
な
他
者
の
排
除
の

論
理
の
形
成
と
定
着
、
そ
の
過
程
と
そ
れ
が
生
む
軋
轢
と
抵
抗
が
、
次
に
検
討
す
べ

き
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。

註（
1
）「
国
日
記
」
宝
暦
四
年
（
七
五
四
）
五
月
二
八
日
付
「
覚
」
で
は
、「
依
之
公
辺
御

武
運
長
久
は
勿
論
、
春
秋
旱
雨
之
過
・
不
温
冷
湿
・
虫
之
損
害
無
之
事
を
上
御
常
住

方
寸
之
間
も
御
祈
念
良
久
、
此
為
ニ
五
山
及
諸
社
被
成
安
置
、
貴
僧
を
請
し
、
高
僧

を
被
置
、
御
分
限
之
高
禄
御
寄
附
有
之
」
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（
2
）
百
沢
寺
は
、
真
言
宗
智
積
院
に
属
し
、
岩
木
山
（
慈
恩
山
）
光
明
院
と
称
し
た
。

岩
木
山
三
所
大
権
現
（
現
岩
木
山
神
社
）
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
廃
寺
と
な
っ
た
。
由
緒
で
は
、
延
暦
一
五
年
（
七
九
六
）、
坂
上
田
村
麻

呂
を
開
基
と
し
、
施
暁
を
開
山
と
し
て
岩
木
山
の
北
麓
に
創
立
。
寛
治
五
年
（
一
〇



―  13 ―

九
一
）、神
託
に
よ
っ
て
南
麓
へ
移
り
百
沢
寺
と
称
し
た
。天
正
一
七
年（
一
五
八
九
）、

　
　

岩
木
山
の
噴
火
で
焼
失
し
、津
軽
為
信
が
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
に
再
建
し
た
。

二
代
藩
主
信
枚
は
寺
社
領
四
〇
○
石
を
与
え
た
。

（
3
）
浪
川
「
豊
饒
を
め
ぐ
る
祈
念
と
営
為
」（
浪
川
健
治
・
小
島
康
敬
編
『
近
世
日
本

の
言
説
と
「
知
」』、
清
文
堂
、
二
〇
一
三
、
所
収
）。

（
4
）「
天
気
不
正
」
は
天
候
不
順
で
あ
る
が
、「
天
気
不
勝
」
と
も
記
さ
れ
た
の
で
、「
ふ

し
ょ
う
」
と
読
ま
れ
る
。

（
5
）
こ
う
し
た
視
点
で
、本
稿
に
大
き
く
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
、黒
滝
十
二
郎
「
津

軽
領
嶽
温
泉
と
岩
木
山
信
仰
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第
九
八
号
、
弘
前
大
学
國

史
研
究
会
、
一
九
九
五
）、
長
谷
川
成
一
「
近
世
津
軽
領
の
『
天
気
不
正
』
風
説
に

関
す
る
試
論
」（『
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
年
報
』第
五
号
、二
〇
〇
八
）、

同
『
北
の
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
歴
史
学
的
研
究
』（
清
文
堂
、二
〇
一
四
）
に
「「
天

気
不
正
」
風
説
と
白
神
山
地
」
と
改
題
し
て
再
録
。
ま
た
、
民
俗
学
や
地
理
学
の
分

野
か
ら
も
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
論
文
に
つ
い
て
は
、
金
子
直

樹
「
岩
木
山
信
仰
の
伝
播
に
つ
い
て
」（『E

-journal G
E

O

』2016 vol.11(1)

、
日
本

地
理
学
会
、
二
〇
一
六
）
で
も
引
か
れ
る
。
な
お
、
金
子
論
文
は
民
俗
学
や
地
理
学

の
主
要
文
献
を
挙
げ
る
。

（
6
）「
弘
前
藩
庁
日
記
」
は
、
国
許
に
お
け
る
政
務
全
般
を
記
し
た
「
御
国
日
記
」（「
国

日
記
」）
と
、
江
戸
屋
敷
の
記
録
で
あ
る
「
江
戸
日
記
」
が
あ
る
。
前
者
は
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
が
残
さ
れ
る
。
後
者
は
寛
文

八
年
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
が
残
さ
れ
る
。

（
7
）
嵩
温
泉
は
岩
木
山
の
南
西
麓
に
あ
り
、
現
在
の
所
在
地
は
標
高
四
五
〇
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
が
、
泉
源
は
南
腹
、
湯
ノ
沢
の
沢
頭
の
標
高
約
七
〇
〇
―
八
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
あ
る
。
寛
政
以
前
は
、
岩
木
山
の
湯
の
沢
周
辺
に
所
在
し
て
い
た
と

さ
れ
る
。

（
8
）
湯
段
温
泉
は
岩
木
山
の
南
西
麓
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
北
東
一
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
嵩
温
泉
が
あ
る
。

（
9
）
小
栗
山
十
二
社
権
現
八
幡
は
、弘
前
市
の
南
郊
外
、大
鰐
山
地
北
麓
に
位
置
す
る
。

明
治
初
年
の
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
第
2
巻
（
み
ち
の
く
叢
書
12
巻
、
青
森
県
文
化
財

保
護
協
会
、
一
九
八
三
）
で
は
、
も
と
は
、
一
ノ
渡
村
の
東
南
に
あ
る
八
幡
岳
に
鎮

座
し
て
い
た
が
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
小
栗
山
村
に
遷
座
し
た
。「
今
も
旱

魃
の
時
は
近
郷
の
者
と
も
神
体
を
八
幡
岳
に
舁
き
登
て
雩
る
に
必
験
あ
り
と
云
ふ
」

（「
雩
」
は
、
あ
ま
ご
い
）
と
さ
れ
る
。

（
10
）『
津
軽
俗
説
選
』（『
新
編 

青
森
縣
叢
書
』、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
四
）、
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
に
工
藤
白
龍
（
常
政
、
屋
号
に
ち
な
み
練
屋
藤
兵
衛
と
も
）
が
一

八
世
紀
後
半
に
流
布
し
て
い
た
伝
承
を
ま
と
め
る
。

（
11
）
湯
治
は
温
泉
地
に
長
期
間
滞
留
し
て
特
定
の
疾
病
の
温
泉
療
養
を
行
う
医
療
行
為

で
あ
り
、
娯
楽
・
保
養
と
し
て
の
旅
行
と
は
異
な
る
。

（
12
）「
国
日
記
」
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
四
月
一
日
条
の
二
月
一
七
日
か
ら
三
月
二

六
日
ま
で
の
酢（

酸
）ヶ

湯
へ
の
入
湯
者
と
同
温
泉
に
お
か
れ
た
湯
小
屋
数
は
次
の
通
り
。

一
、
横
内
組
代
官
申
立
候
、

　

一
、
男
女
八
百
弐
拾
壱
人

　
　
　
　
　

内

　
　
　

三
人　

津
軽
百
助
家
来　
　
　
　
　
　

五
人　

御
領
分
出
家

　
　
　
　
　
　

郷
侍
・
青
森
町
同
心

　
　
　

三
人　

御
領
分
座
頭　
　
　
　
　
　
　

六
百
四
拾
八
人　

御
領
分
男

　
　
　

七
拾
壱
人　

右
同
女　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
九
人　
　

黒
石
御
領
男

　
　
　

五
拾
七
人　

黒
石
御
領
女

一
、
小
屋
六
拾
九
軒

　
　
　
　
　

内　
　

弐
軒
御
番
所
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
七
軒
売
買
小
屋

　
　

盛
岡
藩
領
か
ら
も
入
湯
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
、「
国
日
記
」
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
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三
月
八
日
条
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
同
年
二
月
五
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
の
入
湯
者
に

つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
浦
町
組
代
官
申
立
候
、

　

一
、
男
女
四
百
拾
五
人

　
　
　
　
　

内

　
　
　

御
領
男　
　

弐
百
九
拾
六
人

　
　
　

御
領
女　
　

弐
拾
九
人

　
　
　

黒
石
領　
　

男
拾
三
人

　
　
　

南
部
領　
　

男
七
拾
人

　
　
　

同
所　
　
　

女
拾
五
人

一
、
小
屋
六
拾
三
軒

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
軒
ハ　
　
　

役
人
居
小
屋

　
　
　

六
拾
壱
軒　
　

商
売
小
屋

（
13
）
事
例
は
極
め
て
少
な
い
が
、「
国
日
記
」
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
三
月
一
五
日

条
で
は
酢
ヶ
湯
で
の
入
湯
が
「
天
気
不
正
之
旨
相
聞
得
候
」
と
さ
れ
湯
治
人
差
し
留

め
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、
①
「
先
頃
よ
り
青
森
近
在
并
所
々
在
方
よ
り
湯

治
人
多
入
込
」
み
、
さ
ら
に
②
「
其
上
女
抔
も
罷
越
候
ニ
付
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
女

性
も
含
む
大
勢
の
入
湯
者
を
理
由
と
す
る
こ
と
か
ら
、
三
月
と
い
う
時
期
を
考
え
れ

ば
、「
天
気
不
正
」
を
理
由
に
農
事
専
念
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）「
硫
黄
の
平
」
は
、
火
山
活
動
に
地
表
に
硫
黄
が
露
出
し
た
場
所
で
、
現
在
の
嶽

温
泉
地
か
ら
岩
木
山
頂
へ
向
か
う
途
中
の
山
腹
辺
り
に
位
置
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）
長
谷
川
前
掲
論
文
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
百
沢
寺
に
は
入
湯
者
の
規
制
を

命
じ
た
」
と
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
著
書
二
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
16
）
近
世
前
期
、
弘
前
藩
は
領
主
経
済
の
動
脈
と
し
て
、
青
森
と
鰺
ヶ
沢
を
要
と
す
る

湊
の
地
位
を
確
定
し
、
領
内
諸
湊
の
機
能
の
分
化
を
明
確
化
し
た
。
米
の
主
積
出
港

と
し
て
の
青
森
・
鰺
ヶ
沢
を
「
両
浜
」
と
し
て
頂
点
に
置
き
、
そ
の
他
の
諸
湊
に
中

継
港
、
避
難
港
、
造
船
、
木
材
移
出
と
い
う
流
通
統
制
上
の
機
能
を
分
掌
さ
せ
、
加

え
て
陸
上
番
所
を
組
み
込
ん
だ
交
通
・
流
通
の
領
国
的
編
成
体
制
の
成
立
で
あ
っ
た
。

　
　

こ
の
編
成
さ
れ
た
湊
と
番
所
に
よ
る
流
通
統
制
体
制
を
九
浦
制
度
と
呼
ぶ
。

（
17
）「
御
封
印
」
は
、
湯
元
と
湯
坪
の
二
つ
を
勤
番
が
封
印
す
る
こ
と
。
ま
た
、
長
兵

衛
に
つ
い
て
は
、「
国
日
記
」
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
二
九
日
条
の
「
駒
越

組
代
官
申
立
」
で
は
、
同
組
の
「
枯
木
平
村
之
者
共
并
賀
田
村
長
兵
衛
」
が
、
枯
木

平
村
に
あ
る
「
湯
段
之
湯
」
で
「
新
田
開
発
願
」
を
「
絵
図
」
と
と
も
に
提
出
し
許

可
さ
れ
て
い
る
。
同
一
の
人
物
な
ら
ば
、賀
田
村
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
18
）
享
保
期
の
青
森
湊
で
は
船
持
層
が
「
難
儀
」
に
陥
っ
て
い
る
（
浪
川
「
享
保
期
の

藩
政
と
民
衆
動
向
」、
沼
田
哲
編
『「
東
北
」
の
成
立
と
展
開
』、
岩
田
書
院
、
二
〇

〇
二
、
所
収
）。
ま
た
、
廻
船
問
屋
は
瀧
屋
宇
兵
衛
以
外
に
も
伊
勢
屋
十
左
衛
門
・

市
郎
左
衛
門
（
市
郎
左
衛
門
は
別
名
落
合
千
左
衛
門
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
青

森
町
騒
動
の
頭
取
）
も
久
栗
坂
山
や
「
袰
月
山
」
を
請
け
負
っ
て
い
る
（
浪
川
「
落

合
千
左
衛
門
と
伊
勢
屋
」『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第
一
四
九
号
、
二
〇
二
〇
）。

（
19
）
黒
滝
前
掲
論
文
で
は
、文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
「
岩
木
嶽
諸
役
銭
上
納
帳
」（
個

人
蔵
）
を
引
い
て
、「
惣
小
屋
主
」
は
「
両
湯
坪
」
の
役
銭
二
八
〇
目
（
春
一
四
〇
目
・

秋
一
四
〇
目
）、「
貸
小
屋
」
四
坪
の
役
銭
二
文
目
（
春
一
文
目
・
秋
一
文
目
）
を
百

沢
寺
に
上
納
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
三
二
ペ
ー
ジ
）。
し
た
が
っ
て
、「
湯
治
」

の
停
止
は
「
小
屋
主
」
に
大
き
な
経
済
的
損
失
を
与
え
る
。

（
20
）「
種
蒔
苗
代
」
は
、
嶽
の
神
が
種
を
蒔
い
た
所
だ
と
伝
え
、
参
詣
者
は
種
蒔
苗
代

で
農
事
の
豊
凶
を
占
い
、
山
頂
に
達
し
て
奥
宮
に
御
幣
・
御
神
酒
な
ど
を
奉
納
し
、

御
来
光
を
拝
す
る
。

（
21
）
長
谷
川
成
一
前
掲
論
文
、
二
八
一
ペ
ー
ジ
。
元
禄
八
年
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
、
浪

川
「
津
軽
藩
政
の
展
開
と
飢
饉
」（『
歴
史
』
五
二
輯
、
東
北
史
学
会
、
一
九
七
九
）

参
照
。
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（
22
）
岩
木
山
は
円
錐
形
の
成
層
火
山
。
山
頂
は
三
つ
の
峰
に
わ
か
れ
、
北
東
に
向
け
鳥

海
山
、
岩
木
山
、
巌
鬼
山
と
な
ら
ぶ
。

（
23
）
寛
延
二
年
は
春
中
は
雨
が
ち
で
土
用
頃
に
は
冷
気
が
入
り
、
七
月
末
頃
の
出
穂
期

に
西
南
あ
る
い
は
西
風
を
う
け
た
た
め
稲
は
結
実
し
な
か
っ
た
。結
局
、平
年
の「
三
・

四
分
作
」
で
、
七
月
・
八
月
に
は
米
価
は
一
俵
（
四
斗
）
三
五
・
六
匁
（
通
常
は
六

文
遣
と
さ
れ
る
銀
一
匁
＝
六
〇
文
と
い
う
領
内
で
の
換
算
を
行
っ
た
も
の
で
銭
三

五
・
六
匁
は
二
貫
一
〇
〇
文
〜
二
貫
一
六
〇
文
）
と
な
り
、
前
年
の
一
・
七
五
〜
一
・

八
倍
に
上
昇
し
た
。
こ
の
結
果
、
餓
死
者
や
捨
て
子
が
多
く
出
て
、
飢
え
に
瀕
し
た

者
が
農
村
か
ら
城
下
弘
前
へ
と
流
入
し
た
。
浪
川
「
18
世
紀
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
し

て
の
飢
饉
」（
河
西
英
通
・
浪
川
健
治
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
日
本
史
像
』、

岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
）。

（
24
）
津
軽
家
氏
祖
光
信
〜
四
代
藩
主
信
政
ま
で
の
弘
前
藩
の
官
撰
史
書
。
享
保
一
六
年

成
立
。
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
八
木
橋
文
庫
。

（
25
）
た
だ
し
、
祀
ら
れ
る
神
に
つ
い
て
は
、
安
寿
以
外
に
も
諸
説
が
伝
え
ら
れ
る
。

（
26
）「
村

（
そ
ん
ろ
う
ぎ
よ
そ
う
）

老
漁
叟
」、
老
と
叟
は
同
義
。
村
の
長
老
、
オ
ト
ナ
を
意
味
す
る
。

（
27
）「
丹
後
日
和
」
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
前
掲
論
文
で
は
、
成
立
を
一
八
世
紀
前
半

と
し
、「
国
日
記
」
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
七
月
一
二
日
条
の
「
宮
崎
忠
兵
衛
申
立
」

が
初
見
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
付
は
同
年
八
月
一
一
日
条
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

早
く
「
国
日
記
」
元
文
五
年
七
月
一
五
日
条
の
「
鰺
ヶ
沢
町
奉
行
・
斎
藤
市
右
衛
門

申
立
」
に
「
今
六
日
御
廻
船
并
売
船
ニ
丹
後
者
罷
有
候
由
相
聞
へ
候
、
夫
故
不
勝
之

天
気
相
ニ
も
有
之
か
、
田
畑
并
船
共
之
為
ニ
も
不
罷
成
候
間
、
急
度
可
申
旨
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
重
要
な
の
は
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
藩
が
領
内

か
ら
排
除
す
べ
き
対
象
と
し
て
「
丹
後
者
」
を
措
定
し
た
の
か
で
あ
る
。
同
書
二
七

九
〜
二
八
〇
ペ
ー
ジ
。
こ
の
点
、
と
く
に
豊
穣
祈
念
と
除
災
と
い
う
視
点
か
ら
、
浪

川
（
3
）
お
よ
び
「「
天
気
不
勝
」
と
自
然
の
回
復
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第

一
四
六
号
、
二
〇
一
九
）。

（
28
）
前
述
の
「
国
日
記
」
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
閏
五
月
一
四
日
条
の
「
雨
祭
」
の

執
行
を
求
め
た
「
在
々
肝
煎
共
」
の
動
向
は
、
自
力
で
の
排
除
か
ら
藩
に
よ
る
俗
信

の
包
摂
が
行
わ
れ
る
過
程
の
状
況
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
29
）「
国
日
記
」
の
「
丹
後
者
」
の
追
い
払
い
の
初
見
は
（
27
）
の
よ
う
に
元
文
五
年

で
あ
り
、
わ
ず
か
に
四
年
後
の
記
述
で
あ
る
。
追
い
払
い
は
、
本
質
的
に
入
り
込
ん

だ
他
領
者
へ
と
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

（
30
）「
国
日
記
」
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
六
月
二
六
日
条
に
は
、
町
奉
行
小
野
三
右

衛
門
の
「
申
立
」
が
記
さ
れ
る
。

一
、
小
野
三
右
衛
門
申
立
候
、
太
夫
兵
七
方
江
此
間
参
候
役
者
之
内
、
丹
後
者
参

候
様
被
及
御
聞
候
ニ
付
、
僉
儀
之
上
相
返
候
様
可
申
付
旨
被
仰
付
候
、
名
主
山

科
仁
右
衛
門
江
僉
儀
申
付
候
処
、
丹
後
者
壱
人
も
無
御
座
候
由
、
名
主
仁
右
衛

門
并
兵
七
方
よ
り
差
出
候
別
紙
書
付
共
ニ
指
上
候
旨
申
出
之
、八
兵
衛
江
達
之
、

　
　
　
「
丹
後
者
」が
領
内
に
入
り
込
む
可
能
性
が
強
い〝
職
〞と
し
て「
役
者
」（
歌
舞
伎
）

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
集
団
が
興
行
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
新
た
な
企
画

や
趣
向
が
必
要
で
あ
り
、他
領
か
ら
の
役
者
の
流
入
を
必
須
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
一
八
世
紀
後
半
に
か
け
て
は
、
温
泉
の
利
用
の
あ
り
方
は
疾
病
の
温
泉
療
養
行
為

と
し
て
の
湯
治
か
ら
、
休
息
あ
る
い
は
娯
楽
と
し
て
の
入
湯
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

こ
の
こ
と
は
藩
と
百
沢
寺
・
湯
小
屋
主
、
利
用
者
を
め
ぐ
る
新
た
な
緊
張
関
係
を
作

り
出
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
に
か
え
て 

で
挙
げ
た
課
題
に
関
わ
ら
せ
て

別
稿
で
検
討
し
た
い
。

 

（
な
み
か
わ
・
け
ん
じ　

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）


